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それでは、去る６月定例会において、閉会中の継続審査となっておりました当

委員会の所管事務調査について、以下、その調査概要と結果をご報告申し上げま

す。 

本調査は、土地区画整理事業が進まない現状を調査し、今後の事業推進につな

げることを目的に、７月２４日及び１１月１３日の計２回委員会を開催し、執行

部からの聴き取り調査を行いました。 

初めに、７月２４日に開催されました当委員会の調査概要について、ご報告申

し上げます。 

まず、土地区画整理事業の現状について、説明を求めましたところ、次のよう

な説明を徴しました。 

本市の土地区画整理事業は、これまで２６事業地区、約２，３００ヘクタール

を施行し、現在は、市内６地区で施行中であり、道路や公園などの公共施設整備

とあわせ、安全で快適なまちづくりを進めているとのこと。 

現在施行中の各事業地区の詳細として、まず、新郷東部第２土地区画整理事業

について、進捗率は約２４．４パーセントで、所有者から土地などを借り受けて

使用している人が多く、これらの物件を移転する際には、所有者と借家人の双方

からの同意が必要となることが、移転に時間を要する要因の一つになっていると

のこと。 

次に、芝東第３土地区画整理事業について、進捗率は約４７．３パーセントで、

埋蔵文化財包蔵地の小谷場貝塚遺跡が存在し、発掘に伴う作業に時間を要するこ

と、また、地区の北側が高台になっており、高台からの排水を処理するための排

水施設の整備及び擁壁の設置工事に時間を要しているとのこと。 

次に、芝東第４土地区画整理事業について、進捗率は約６７．６パーセントで、

一部地域における高低差が、事業の障害となっていることから、現道を生かした

換地設計への修正を検討しているとのこと。 

次に、芝東第５土地区画整理事業について、進捗率は約９９．３パーセントで、

事業開始から４４年が経過し、おおむね完了に近づいているものの、工作物補償、

側溝布設、保留地処分等の残事業があるとのこと。 

 次に、芝東第６土地区画整理事業について、進捗率は約９７パーセントで、事

業開始から３８年が経過し、おおむね完了に近づいているものの、工作物補償、

側溝布設、保留地処分等の残事業があるとのこと。 

 次に、石神西立野特定土地区画整理事業について、進捗率は約５６．５パーセ

ントで、埋蔵文化財包蔵地の宮合貝塚遺跡が存在し、発掘に伴う作業に時間を要

するとともに、高低差のある地形であるため、擁壁の設置工事が必要なこと、ま

た、赤堀用水の付け替えが必要なことなどから、事業の進捗に時間を要している

とのこと。 

 次に、安行藤八特定土地区画整理事業について、進捗率は約４２パーセントで、
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埼玉高速鉄道線戸塚安行駅開業の影響により、事業開始時から急速な宅地化が進

み、住宅が密集した地域になったことから、まとまった用地の確保が難しいこと

や、水路が随所に通っていることなどにより、家屋移転や道路整備が進まず、事

業の進捗に時間を要しているとのこと。 

 最後に、里土地区画整理事業について、進捗率は約８２．８パーセントで、住

宅が密集した地域であることから、共同住宅を建設して仮住まいすることなく直

接移転する共同化事業を行うとともに、令和元年度から財務省用地を購入するな

ど、仮換地変更用地を確保し、交渉が進まないボトルネック地の仮換地変更を行

うなど、事業の更なる進捗に努めているとのことでありました。 

 以上のような説明に対して、移転補償が進まない主な理由について問われ、こ

れに対して、財源不足や移転交渉業務の人員不足により、権利者の協力を得るこ

とに時間を要していると考えているとのこと。 

また、人員不足を補う方策について問われ、これに対して、継続した職員の増

員要望に加え、業務の民間委託を活用していくとのこと。 

さらに、各事業地区における進捗目標の策定状況について問われ、これに対し

て、地区の課題に合わせた対策と目標終了年度を踏まえた事業計画を作成中であ

るとのことでありました。 

このほか、空き家の土地を種地として活用する考えについて等、質疑応答の後、

次回の調査を実施するにあたり、執行部に対し、各事業地区における目標終了年

度を踏まえた事業計画（案）の提出を求め、調査を継続することについて、委員

会に諮りましたところ、全員異議なく決定し、この日の調査を終了いたしました。 

最後に、１１月１３日に開催されました当委員会の調査概要について、ご報告

申し上げます。 

まず、土地区画整理事業の目標終了年度を踏まえた事業計画（案）について、

説明を求めましたところ、次のような説明を徴しました。 

各事業地区において、事業開始から５０年以内の終了を目標とする進捗計画を

作成し、事業進捗の指針として、年度ごとの建物移転棟数や街路築造工事等を明

示したとのこと。 

また、進捗計画に基づき、現在編成中の令和７年度当初予算において、施行中

の８事業の合計額は、６３億１，２５６万５千円であり、令和５年度当初予算に

対し、２１億３，８９７万円の増額を要求しているとのこと。 

次に、各事業地区の進捗計画の詳細として、まず、新郷東部第２土地区画整理

事業について、令和２９年度を終了目標とし、建物移転を１，５４２棟、街路築

造工事を４万２，８７４．３メートル行う予定であるとのこと。 

次に、芝東第３土地区画整理事業について、令和２３年度を終了目標とし、建

物移転を３１４棟、街路築造工事を１万４，５９０．９メートル行う予定である

とのこと。 
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次に、芝東第４土地区画整理事業について、令和２０年度を終了目標とし、建

物移転を３８５棟、街路築造工事を１万１，３７７．４メートル行う予定である

とのこと。 

次に、芝東第５土地区画整理事業について、令和１０年度を終了目標とし、建

物移転及び街路築造工事はすでに完了しており、事業完了に向けた土地評価委託

等を予定しているとのこと。 

次に、芝東第６土地区画整理事業について、令和１１年度を終了目標とし、建

物移転及び街路築造工事はすでに完了しており、事業完了に向けた土地評価修正

検討委託等を予定しているとのこと。 

次に、石神西立野特定土地区画整理事業について、令和２５年度を終了目標と

し、建物移転を３４６棟、街路築造工事を１万５，２９９メートル行う予定であ

るとのこと。 

次に、安行藤八特定土地区画整理事業について、令和２３年度を終了目標とし、

建物移転を５０５棟、街路築造工事を１万６，４６２．４メートル行う予定であ

るとのこと。 

最後に、里土地区画整理事業について、令和１６年度を終了目標とし、建物移

転を２３３棟、街路築造工事を８，０９０メートル行う予定であるとのことであ

りました。 

以上のような説明に対して、住民説明会における参加者からの意見等について

問われ、これに対して、令和６年度以降の予算の増額に関する質問や、事業進捗

に関する情報提供を求める意見などが寄せられたとのこと。 

また、今年度から実施している民間委託の業務内容について問われ、これに対

して、補償交渉業務や空き家調査などの業務を行なっているとのこと。 

さらに、事業を進めるにあたり難航している事案について問われ、これに対し

て、住宅と工場が混在している地区においては換地先の確保が難しいことや、玉

突き移転による建物移転棟数が多く、時間を要していることなどが挙げられると

のことでありました。 

このほか、委託事業者の人員を増員する予定について等、質疑応答の後、本所

管事務調査の今後の取り扱いについて協議いたしましたところ、本調査によって

明らかになった課題を整理した上で、示された事業計画（案）に基づき、本市に

おける土地区画整理事業の更なる推進を求め、今後の進捗状況については、適時

議会への報告を求めることとし、本所管事務調査は終了とすべき旨の意見が述べ

られたる後、本所管事務調査を終了すること、及び今後の進捗状況については、

適時議会への報告を求めること、また、本会議において委員長報告を実施するこ

とについて、委員会に諮りましたところ、全員異議なく決定し、本所管事務調査

を終了した次第であります。 

以上で報告を終わります。 


